
１０2025年（令和7年）6月15日（日曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
第
１
０
３
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
（
会
長
・
川
田
章
博
帯
広
商
工
会
議

所
会
頭
）
が
５
月

日
（
月
）
に
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
、
道
東
９
つ
の
商
工
会
議
所
か
ら

提
案
さ
れ
た
要
望
項
目

件
が
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
月

日
（
火
）
、

日
（
水
）

に
は
札
幌
市
内
の
関
係
各
所
を
訪
問
し
、
決
議
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
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あいさつする栗林会長

５月 日に開催された総会

要請書を受け取る濱屋副会頭

（左から３番目）

日に行った要望活動（写真はＪＲ北海道）
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マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
に
必
要
な
資

金
を
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が

無
担
保
・
無
保
証
人
、
低
金
利

で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　
制
度
の
利
用
に
は
商
工
会
議

所
へ
経
営
相
談
し
た
上
で
推
薦

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
融
資
限
度
額
２
０
０
０
万
円

（
２
日
現
在
利
率
１
．
８
％
）

で
、
返
済
期
間
は

年
以
内
（
う

ち
据
置
期
間
２
年
以
内
）
で
す
。

　
詳
し
い
融
資
条
件
な
ど
は
、

地
域
振
興
部
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内

。。。。。。。。。

　
釧
路
食
料
基
地
構
想
協
議
会

（
栗
林
定
正
会
長
）
は
４
日
（
水
）

午
後
３
時
半
よ
り
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
通
常
総
会
を

開
催
し
、
来
賓
や
役
員
・
会
員

な
ど
約

人
が
出
席
し
た
。

　
当
協
議
会
は
、
釧
路
港
の
背

後
圏
に
あ
る
豊
富
な
農
水
産
物

な
ど
の
資
源
を
生
か
し
、
当
地

域
を
ひ
が
し
北
海
道
の
食
料
供

給
基
地
と
し
て
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
行
政
や
関
係
団
体

と
連
携
し
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
栗
林
会
長

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
材
の
価

格
高
騰
や
気
候
変
動
に
よ
り
、

食
料
の
安
定
供
給
へ
の
懸
念
が

高
ま
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

「
ひ
が
し
北
海
道
は
日
本
の
食

料
生
産
を
支
え
る
重
要
な
拠

点
。
私
達
は
持
続
可
能
で
強
靭

な
食
料
供
給
体
制
を
確
立
し
て

い
く
使
命
を
担
っ
て
い
る
」
と

強
調
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
開
通
し
た
道
東

道
『
阿
寒
Ｉ
Ｃ
―
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
』

や
釧
路
港
の
国
際
物
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
飼
料
原
料
の
荷
揚
げ
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ

「
こ
れ
ら
を
追
い
風
と
し
て
積

極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
寺
田
宏
釧
路
総
合

振
興
局
長
と
釧
路
市
の
中
村
基

明
副
市
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
議
事
へ
移
っ
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
や
収
支
決
算
、
今
年
度
の

事
業
計
画
・
収
支
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
、
今
年
度
は
、
市
内
ま

た
は
札
幌
方
面
で
の
視
察
研
修

会
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
関

係
団
体
と
連
携
し
道
内
・
東
京

で
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
第

回
環
境
社
会
検
定
試

験
（
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
）
』
お
よ
び

『
第

回
福
祉
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験
（
２
、
３

級
）
』
が
７
月

日
（
木
）
〜

日
（
木
）
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
試
験
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、
各
地
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

受
験
で
き
ま
す
。

　
受
験
料
は
『
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
』

が
５
５
０
０
円
、
『
福
祉
環
境

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試

験
』
は
２
級
７
７
０
０
円
、
３

級
５
５
０
０
円
で
、
申
し
込
み

は

日
（
火
）
の
午
後
６
時
ま

で
。

　
詳
細
は
東
商
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
京
商
工
会
議
所
検
定

申
し
込
み

日
ま
で

　
当
所
で
は
、
５
月

日
（
木
）

に
釧
路
市
、
釧
路
総
合
振
興
局
、

釧
路
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
か

ら
、
来
春
卒
業
予
定
の
新
規
学

卒
者
（
高
卒
）
の
採
用
に
関
す

る
要
請
を
受
け
た
。

　
本
要
請
は
、
求
人
申
し
込
み

の
早
期
手
続
き
を
会
員
企
業
へ

周
知
す
る
と
と
も
に
、
道
内
の

離
職
率
が

％
と
全
国
よ
り
高

い
状
況
か
ら
、
採
用
後
の
職
場

定
着
に
向
け
若
者
が
自
身
に
適

し
た
職
業
選
択
を
行
え
る
よ

う
、
詳
細
な
求
人
票
の
記
載
や

情
報
発
信
、
採
用
後
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
求
め
る
も

の
。

　
当
日
は
、
鶴
間
秀
典
釧
路
市

長
か
ら
濱
屋
宏
隆
副
会

頭
に
要
請
書
が
手
渡
さ

れ
た
の
ち
、
職
業
安
定

所
の
竹
林
伸
治
所
長
よ

り
学
生
の
採
用
に
関
す

る
情
報
や
要
請
の
概
要

説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
要
請
を
受
け
て
濱
屋

副
会
頭
は
「
求
人
の
早

期
提
出
の
周
知
や
選
ば

れ
る
企
業
と
し
て
の
環

境
整
備
に
努
め
た
い
」

と
応
え
た
上
で
、
企
業

側
の
現
状
に
つ
い
て
説

明
。
こ
れ
ま
で
も
待
遇
改
善
や

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
き
た
が
、
求
人
を
出

し
て
も
応
募
が
少
な
い
こ
と
や

若
手
社
員
の
早
期
離
職
に
悩
む

声
が
多
く
聞
か
れ
る
の
が
実
態

で
あ
る
と
話
し
、
若
者
が
就
職

先
を
選
ぶ
際
に
重
視
す
る
条
件

な
ど
を
企
業
側
が
把
握
で
き
る

よ
う
、
情
報
発
信
の
強
化
を
求

め
た
。

。。。。。。。

要
望
項
目
に
つ
い
て
決
議
し
た

協
議
会

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

　
北
方
領
土
復
帰
期
成
同
盟
釧

路
地
方
支
部
（
濱
屋
宏
隆
支
部

長
）
の
通
常
総
会
が
５
月

日

（
水
）
午
前

時
よ
り
道
東
経

済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
さ

れ
、
来
賓
や
役
員
・
会
員
ら
約

人
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
濱
屋
支
部
長
は
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
北
方

領
土
問
題
を
め
ぐ
る
厳
し
い
現

状
に
触
れ
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取

り
、
世
論
形
成
を
結
集
す
る
こ

と
こ
そ
が
我
々
の
使
命
。
そ
の

時
々
の
情
勢
に
一
喜
一
憂
せ
ず

領
土
問
題
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
粘
り
強
く
返
還
運

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
」

と
話
し
、
引
き
続
き
活
動
へ
の

支
援
と
協
力
を
求
め
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て

寺
田
宏
釧
路
総
合
振
興
局
長
よ

り
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
署
名
活

動
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情

報
発
信
な
ど
振
興
局
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
「
今
後
と
も
支
部

の
皆
様
は
じ
め
関
係
団
体
と
連

携
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
・
収
支
決
算
と
今
年
度
の

事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
承
認

さ
れ
た
。
事
業
報
告
で
は
、
署

名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
啓
発
・
署
名
活
動

に
よ
り
、
８
２
２
０
筆
の
署
名

が
集
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た

ほ
か
、
今
年
度
も
事
業
計
画
の

も
と
北
方
領
土
返
還
要
求
の
啓

発
・
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

。。。

　
当
協
議
会
は
、
道
東
に
所
在

す
る
９
つ
の
商
工
会
議
所
（
釧

路
、
帯
広
、
北
見
、
網
走
、
根

室
、
紋
別
、
遠
軽
、
美
幌
、
留

辺
蘂
）
で
構
成
さ
れ
、
広
域
的

視
点
に
立
っ
た
要
望
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

　
５
月
に
行
わ
れ
た
協
議
会
に

は
、
会
頭
や
役
員
ら
約
１
４
０

人
が
出
席
。
冒
頭
、
川
田
会
長

の
あ
い
さ
つ
で
は
、
地
方
経
済

の
厳
し
い
現
状
や
当
協
議
会
で

の
要
望
が
実
を
結
ん
だ
道
東
道

の
開
通
な
ど
に
触
れ
「
各
地
の

取
り
組
み
や
課
題
を
共
有
し
、

地
域
産
業
の
振
興
と
商
工
業
の

発
展
に
向
け
力
を
合
わ
せ
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
協
議

会
や
要
望
活
動
の
経
過
報
告
を

し
た
の
ち
、

件
（
中
小
企
業

振
興
案
件
４
件
、
運
輸
観
光
案

件

件
、
地
域
振
興
案
件

件
、

特
別
提
案
案
件

件
）
の
議
案

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
今
月
行
わ
れ
た
要
望
活
動
で

は
、
５
月
の
協
議
会
で
決
議
さ

れ
た
項
目
に
つ
い
て
、
９
つ
の

商
工
会
議
所
会
頭
連
名
に
よ
る

要
望
書
を
関
係
各
所
へ
手
渡

し
、
地
域
の
実
情
と
と
も
に
懸

案
事
項
や
課
題
解
決
に
向
け
た

支
援
と
協
力
を
要
請
。

　

日
は
当
所
の
栗
林
定
正
会

頭
と
川
村
修
一
専
務
理
事
、
川

田
会
長
を
は
じ
め
、
協
議
会
に

所
属
す
る
各
地
会
頭
や
専
務
理

事
ら
約

人
が
参
加
し
、
北
海

道
旅
客
鉃
道
㈱
、
日
本
貨
物
鉃

道
㈱
北
海
道
支
社
、
陸
上
自
衛

隊
北
部
方
面
総
監
、
北
海
道
電

力
㈱
、
北
海
道
経
済
産
業
局
、

北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
運
輸

局
、
北
海
道
庁
を
訪
問
。

　
そ
の
う
ち
、
北
海
道
旅
客
鉃

道
㈱
と
日
本
貨
物
鉃
道
㈱
北
海

道
支
社
で
は
、
道
内
の
物
流
と

人
流
の
一
翼
を
担
う
鉄
路
の
維

持
存
続
と
安
全
性

確
保
・
利
便
性
向

上
を
求
め
、
栗
林

会
頭
は
「
北
海
道

の
中
で
鉄
路
は
動

脈
に
も
例
え
ら
れ

る
ほ
ど
重
要
な
も

の
。
道
東
の
人
流
、

物
流
を
維
持
す
る

上
で
も
存
続
を
お

願
い
し
た
い
」
と

訴
え
た
。

　
ま
た
、
高
騰
す

る
電
気
料
金
が
企

業
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
現
状
な
ど

踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
の
新
規

項
目
と
し
て
北
海
道
電
力
に
対

し
、
安
価
で
安
定
的
な
電
力
供

給
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に

も
、
泊
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　
翌
日
の
東
日
本
高
速
道
路
㈱

北
海
道
支
社
へ
の
要
望
で
は
、

高
速
道
路
の
整
備
促
進
な
ど
を

要
請
。
栗
林
会
頭
は
、
来
年
度

着
工
を
予
定
し
て
い
る
本
別
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
釧
路
―
北
見

間
双
方
向
の
整
備
に
触
れ
、
物

流
の
法
改
正
に
伴
う
輸
送
力
の

低
下
に
よ
り
、
生
産
地
か
ら
消

費
地
へ
農
水
産
物
が
届
け
ら
れ

な
く
な
り
生
産
者
の
減
少
に
も

つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
と
し

「
北
海
道
が
生
産
拠
点
と
し
て

日
本
に
貢
献
す
る
た
め
に
も
道

路
が
整
備
さ
れ
、
貨
物
が
し
っ

か
り
届
く
と
い
う
形
を
具
現
化

し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
早
期

完
成
を
求
め
た
。

札
幌
市
内
に
て

要
望
活
動
を
実
施


